２０１５１２１４
市民から出発する地方再生を
福嶋浩彦
 １．徹底して市民起点で考える　　
自治体は、日本全体の人口が減少する中での人口奪い合いの自治体間競争へ
「従来の社会の仕組みを維持していくには人口が減ると困る、何とか食い止めよう」でなく、人口減少の中でみんなが幸せになる、持続可能な仕組みに変えていく

○うまく小さくして質を高める  エネルギー / 公共施設・インフラ / 医療・介護  etc.
○自治は一人一人の市民から出発し、市民の合意によって社会を創るもの
○市民から出発すると「経済成長＝幸せ」とは違う豊かさが見える → 地方再生の原動力
 ２．公共はすべて市民のもの　　
公共は「市民の公共」しかない。「役所の公共」や「政治家の公共」は、存在してはいけない

行政は市民の公共をつくるための道具
○従来の公共は、主権者である市民の意思と離れた官が、一方的な決定権を持って公共を仕切り、自らの勝手な都合で民（企業やＮＰＯ）に下請けに出してきた 

○市民の公共を実現するには

１）コミュニティと社会的経済を強化し、２）市場を変え、３）行政を変え、

４）３つの役割分担と連携を最適なものにする   ⇒ 地域の質を高める上で必須の課題

 ３．公共サービスにおける連携　  
〈自立した市民の主体〉と〈市民の意思に基づく行政〉の連携で公共サービスを再構築
○税の使い方は主権者である市民の意思によって決める

○行政は、その事業を最も良い「質」で実施できる者に発注する（一般論ではなく）
○提案型公共サービス民営化制度

１）対話を通し、質によって公共サービスの実施者を決定
２）質で決めれば行政の全事業を対象に出来る

３）「行政が出したいもの」ではなく「民間がやりたいもの」を民間へ
４）質のモノサシも民間から提案

５）一部分の「協働」を進める制度ではなく、全ての分野で行政の在り方を問い直すもの















